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2025年、団塊の世代が75歳以上となる年
が近づいてきている。超高齢社会を迎えるな
か、終末期のケアに関する認識が一層重要に
なってきた。特にターミナルケアやアドバンス・
ケア・プランニング（ACP）という言葉を施設
外でも耳にするようになった。

老健施設では2009年からターミナルケア加
算の算定が開始され、終末期のケアの向上を
図ってきた。そして2021年度には看取り期に
おけるケアを一層充実させる観点から算定要
件の改定が行われた。当施設でも多職種連携
のもと、利用者の苦痛の緩和や家族サポート
のためのガイドラインを策定し、その実践と評
価を進めている。

老健施設には通所リハビリやショートステイ
といった、在宅支援機能が存在する。これら
のサービスを適切に活用することで入所前の
ACPを実施することが可能となり、利用者に
とってより柔軟で満足度の高いケアを提供でき
るようになる。

そして、老健施設を「地域」という文脈で考
えると他事業所や家族との「顔の見える関係」
構築が必要不可欠であり、人々 が「住み慣れた
町でいつまでも」生活を続けられるように地域
コミュニティの要として、老健施設の果たす役
割は大きいと考える。

� 全老健広報情報委員　石原昌樹
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新春対談

認知症評価尺度のあり方に
関する調査研究
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